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平成 28 年度 第 4 回浦安市文化財審議会議事録（議事要旨）

１ 開催日時 平成 29 年 2 月 22 日（水） 午前 10 時～12 時

２ 開催場所 郷土博物館 視聴覚室

３ 出 席 者

（委 員）菊池眞太郎委員長、大塚三枝子副委員長、吉田敦委員、明保治男委員、

頴原澄子委員、大村洋子委員、森田信雄委員

（事務局）石田生涯学習部長、永井生涯学習部参事、佐久間館長、島村、尾上（記

録）

（傍聴人）なし

４ 議 事

（１）博学連携について（海苔すき体験事業）

（２）ＮＨＫ番組 取材協力について

（３）企画展「浦安鉄鋼団地」の開催結果報告

（４）旧醍醐家茶室復元の経過報告

（５）企画展「浦安の海苔養殖」の視察及び意見聴取

５ 会議経過

会議に先立ち、菊池委員長の挨拶後、教育委員会を代表して生涯学習部長があ

いさつを行った。

（１）博学連携について（海苔すき体験事業）

配布資料に基づき、事務局より説明した。

主な質疑・応答については、下記のとおり。

（委 員） 海苔は「水産加工業」となるのだろうか。統計で調べると、微妙なとこ

ろがあり、加工業に入るときもある。

（事務局） 統計により違いがあるので難しい。

（委 員） 南行徳などで実際に海苔を作っているところを見て、海苔ができる、育

つところを見学するなどいかがか。

（事務局） 一般の方を対象に、今年は日の出公民館と共催で、漁場を見学する講座

を行っている。

（事務局） 博学連携については、学校教員と退職校長（博学連携推進員）がおり、

いろいろな授業などを行っている。3年生は生活体験、4 年生は海苔す

き、6年生は火起こしなど。幼稚園は昔遊びなど。また学校の方に出向

いて歴史の話などを行っている。夏休みの研究発表の成果を、ふるさと

浦安作品展として紹介している。

（委員長） 毎年、この時期になると船橋や葛西などの海苔すきはＮＨＫなどで取り

上げるが、浦安では何十年も行っていながら、テレビや新聞などで取り

上げることがない。このことを昔から残念に思っている。海苔すきだけ

でなく、浦安の博物館の活動がマスコミに出ることが少ない。何度も出

ている博物館もある。努力していただきたい。
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（事務局） ほかの博物館にないような活動をしているため、さらなるＰＲに努めた

い。

（委 員） 私が学校現場に勤めているときの感想で恐縮ですが、本市のすべての小

学校対象に、カリキュラムの中に海苔すき体験が入れられていて、とて

もよかった。ボランティアの件など大変なことも多いと思うが、どこの

市も、どこの博物館も真似できないことなので、これからもよろしくお

願いしたい。

（委 員） ボランティアの数は 13 人とあるが、1 回あたりの体験で、だいたい何

人ぐらいが手伝っているのか。

（事務局） 海苔をすく方が 2～3 名、海苔を干す方で 2 名程度。最低でも毎回、4

～5人のボランティアが協力している。

（委員長） ボランティアの高齢化、減少に伴い、技術の伝承等の継続性を維持する

為の努力をして欲しい。

（２）ＮＨＫ番組 取材協力について

配布資料に基づき、事務局より説明した。

主な質疑・応答については、下記のとおり。

（委員長） 映像だけでなく、取材を受ける上で資料を集めたりするなど、担当がい

ろいろ経験できたことはよかったと思う。

（３）企画展「浦安鉄鋼団地」の開催結果報告

事務局より説明を行った。

主な質疑・応答については、下記のとおり。

（委 員） 鉄鋼団地が、本市小学校中学年の社会科の教材の中に組み込まれている。

浦安の特色の一つと、とらえられるようにこれまで学校現場でも教材作

りがされてきた。

今回の展示会を見学して、また鉄鋼団地の記念誌を読ませていただき、

とても感動した。かかわってきた人々が誠実にやっていることがよくわ

かるものであった。

（委員長） 明海大学の協力について教えていただきたい。

（事務局） 毎週土日に学生さんに来ていただき、学生の目から見た視点で解説をし

ていただいた。

（委員長） 小学校の団体見学が 3 校しかなかったことは、どうだったのか。

（事務局） 10 月、11 月は学校の方で出ることが難しい、との声を聞けた。

（委 員） 11 月の下旬から 12 月上旬にかけては、評価などがあり、学校としては

一番出にくい時期である。行きたいが、なかなか行けないという事情

があるのかもしれない。

（委 員） 生徒さんたちは、どの手段で博物館に来ているのか。

（事務局） 博物館に近い学校は徒歩で、遠い学校は教育委員会のバスなどを使って

いる。海苔すきのようにカリキュラム化している授業の場合、バスを確

保して来館している。
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（４）旧醍醐家茶室復元の経過報告

経過報告について、事務局より説明した。

主な質疑・応答については、以下のとおり。

（委 員） 気持ちをもって使っていたという事実も大切にして、ぜひ復元を実現し

てほしい。

（５）企画展「浦安の海苔養殖」の視察及び意見聴取

展示会の視察を行った。

その他

■資料情報提供のお礼とお願い

・委員の紹介で、昨年 12 月 9 日、市民より資料を寄贈いただいた。その経緯を報

告し、資料情報提供のお礼と、今後、さらなる情報提供のお願いを行った。

■次回の会議

次年度、平成 29 年度第 1回浦安市文化財審議会は、新年度 5 月 17 日（水）を予

定。

以上をもって、平成 28 年度第 4回浦安市文化財審議会は、閉会した。


